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はじめに

• MLAにおける「インパクト評価」

– 図書館（Streatfield 2010; 佐藤 2017; 永田 2016）

– ミュージアム（Sara 2010）

• 「デジタルアーカイブ」と持続可能性

– 公的助成金の減額・財政基盤の脆弱性と戦略としての
「評価」（Fallon & Verwayen 2014; Tanner 2016）

• 「価値」をどのように見るのか・測るのか



• Impact Playbookスクショ



本発表の内容・目的

• 内容

– インパクト評価の概説

– 「デジタルアーカイブ」関連の動向

– 事例の解説（Europeana Impact Playbook）

• 目的

– インパクト評価の紹介

– 論点の整理

– 導入に際しての諸課題の検討



インパクト評価とは①

• インパクト評価とは

– 「現行ないし予定されているアクションの将来的な結果を
特定するプロセス」（IAIA 2009）

• インパクトとは

– 「当該アクションに付随して起こることと当該アクションな
しで起こることとの違い」（IAIA 2009）



インパクト評価とは②

• 起源と展開

– 1970年：国家環境政策法（NEPA）の施行；環境インパクト

評価が起源（Morrison‐Saunders et al. 2014; Partal 2013; Partal & Dunphy
2016）

– 社会福祉事業、保健・公衆衛生、経済、政策、研究、ジェ
ンダー、人権、…など４0種類超（Morrison‐Saunders et al. 2014）

– 文化的インパクト評価（Cultural Impact Assessment: CIA）



インパクト評価とは③

• 目的・意義（Pope et al. 2013; 小関&馬場 2016; 社会的インパクト評価検討
ワーキング・グループ 2016）

– 説明責任（アカウンタビリティ）

– 業務プロセスの改善

– 自身の活動のアピール・資金調達の促進

• フレームワーク

– 「（…）どのような考え方と手順で評価作業を行うべきかを

示す枠組み」（小関&馬場 2016）



CIAの動向①

• 初期の展開（Partal & Dunphy 2016）

– 2002年頃より発展

– 環境/社会的インパクト評価が近接領域

– 文化遺産、土着文化

– 図書館（ISO 16439: 2014）、博物館（Sara 2010）



CIAの動向②

• デジタル/オンラインへの拡張

– オンラインにおける「成功」の測定（Finnis et al. 2011）

– Balanced Value Impact Model（BVIM） （Tanner 2012）

• 文化資源のデジタル化事業およびデジタル化された
資源の持つ価値（インパクト）を評価するための汎用
的な概念モデル

– Impact Playbook（Verweyen et al. 2017）



Balanced Value Impact Model

Tanner, Simon. Measuring the impact of digital resources: the balanced value impact model. 2012. 
https://www.kdl.kcl.ac.uk/fileadmin/documents/pubs/BalancedValueImpactModel_SimonTanner_October2012.pdf.



• Impact Playbookスクショ



Impact Playbookフロー

Verwayen, Harry, Fallon, Julia, Schellenberg, Julia, Kyrou, Panagiotis. Impact Playbook: Phase I Impact Design. 2017, 15p.
を基に発表者作成

Phase I

Design

フレームワーク
の策定

Phase II

Assess

データの収集

Phase III

Narrate

収集データの
分析・解釈

Phase IV

Evaluate

戦略の計画



フレームワーク概要

• 「インパクト」
– 「（当該組織が責任を負う）活動の結果として利害関係者
や社会に生じる変化」（Verweyen et al. 2017）

• 変化の経路（Change Pathway）
– 「ロジックモデル/変化の理論（インプット→アウトカム/イン
パクトの因果関係）」+ステークホルダーの分析

• 戦略的視点（Strategic Perspective）
– インパクトをどのような視点から捉えるかを明確化

• バリュー・レンズ（Value Lenses）
– 任意で選択した各視点のもと，評価対象をさらに具体化



https://pro.europeana.eu/page/impact‐resources



https://pro.europeana.eu/page/impact‐resources



https://pro.europeana.eu/page/impact‐resources



ケーススタディ

• Workers Underground（Verweyen et al. 2016）

– Europeana 1914‐1918

• データ収集方法

– 質問紙、インタビュー

• 分析（評価）方法

– SROI、ナラティブ分析



評価方法の比較と共有

• 「共通言語」として（Verweyen 2017）

• Shared Measurement
– メリット（Handley et al. 2016; 社会的インパクト評価検討ワーキング・グルー

プ 2016）

• ①個々の組織で評価を実施する際のコストの逓減、②
当該分野内での一体感の醸造、③指標の共有化・標
準化による評価結果の比較可能性の確保



インパクト評価への批判・弱点

• Morrison‐Saunders et al. (2014), Pope et al. (2013)
– 高コスト？

• e.g. 工数の増大、ステークホルダーの参加の必要性

– 事例が少ない/低品質

– 領域の過度な分化・専門化



理論的・学術的課題

• インパクト評価全体に関して（Morrison‐Saunders et al. 2015; Pope 
et al. 2013）

– （多様な組織の意思決定プロセスにおける）「有効性
effectiveness」に関する理論の構築

– 分化・複雑化したIAの統合・単純化

– 実施のメリットの実証研究

• CIAに関して （Partal & Dunphy 2016）

– 定義の確立・合意の形成（「文化」「文化的インパクト」）

– 評価ツール（e.g. フレームワーク、指標）の開発

– 近接領域/評価結果に関する知見のレビュー



社会的インパクト評価

• 国内の動向

– 内閣府；社会的インパクト評価検討ワーキング・グループ

– 『社会的インパクト評価の推進に向けて』

• 今後の取り組み（社会的インパクト評価検討ワーキング・グループ
2016）

– フォーラムとシンポジウムの開催

– 「評価宣言」「ロードマップ」の策定

– 用語・基本文献の邦訳+定義の明確化+文献リスト作成

– 評価ツールに関するガイドラインの整備

– 人材育成、知見の共有



実践的課題

• 社会的インパクト評価検討ワーキング・グループ
（2016）
– ①意義や必要性に対する理解、②手法に対する理解、③
手段（ツール）の不足、④基礎的な情報の整備、資料の
収集、⑤評価人材の育成、⑥評価コストの負担や支援

• 研究会等の発足による知見の共有、Shared 
Measurement的な制度化
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